
令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 浦和別所 小学校 ）     学校番号 ０１０                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 すすんで学ぶ子 あいさつができる子 つよい体をつくる子        

目 指 す 学 校 像 保護者・地域と絆を深め、親しまれ、信頼される学校        

          

重 点 目 標 

１ 確かな学力・体力の向上、自立した行動ができる児童の育成 
２ 安心・安全な学校に向けた、子どもに寄り添う生徒指導・教育相談の充実 
３ 教育環境の整備と開かれた学校づくりの推進及び家庭並びに地域との連携強化 
４ 安全で清潔な環境の整備による安全・安心な学校づくり 
５ 教職員の指導力向上と働き方改革の意識の醸成 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〇全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で
は、国語・算数ともに全国、市平均と比べて良好な
結果である。 

〇学校評価（児童）において「学習が楽しい」の肯定
的な回答をした児童の割合は 86％であった。 

〈課題〉 
〇児童が「自立した学習者」になるよう、自ら課題を

発見し、学習方法や発表方法を考え出したり選ん

だりする個別最適な学びへの取組については、協

働的な学びと一体的に推進する必要がある。 

〇個別最適な学び、協働的な学びに必要なＩＣＴのスキ
ルを児童に身に付けさせる必要がある。 

・自ら学び、考え、

判断し、よりよく問

題を解決できる子

の育成 
 

① 各教科において問題解決場面を取り
入れ、児童自ら、学習のめあてや学習
方法、発表方法について、自己選択、
自己決定、自己評価の拡充を図る。 

② 学びのポイント「じ・し・ゃ・ク」の視点を
踏まえた授業実践を行う。 

① 学校評価（児童）「学習が楽しい」の肯定
的な回答 90％以上（前年度 86％）を達
成できたか。 

② 学校評価（児童）「授業の内容がよくわか

る」の肯定的な回答 95％以上（前年度

95％）を達成できたか。 

 

 

 

  ・豊かなかかわり合い

をはぐくむために、

特色ある教育活動

（浦和別所小のめ

ざす子ども像「べっ

しょのよい子」）の

実践 

① 各教科において、友達と対話し、自分
の考えを発表する場面や協力して一
つの課題に取り組む等の協働的な学
びの場面を意図的に取り入れた授業
実践を行っていく。 

② 日常的に学習用タブレットにある教材
（Teams、Canva、スタディサプリ等）を
活用していく。 

① 学校評価（児童）「授業では、よく話合い
活動をして、友達と意見交換をしていま
す」の肯定的な回答 90％以上（前年度
88％）を達成できたか。 

② 学校評価（教職員）「ＩＣＴを授業に活用」

に関する項目の肯定的な評価が 95％以

上（前年度 92％）、（保護者）95％以上

（前年度 92％）を達成できたか。 
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〈現状〉 
〇学校評価（保護者）「楽しく学校生活を送っている｣

94%、「子どもたちと真摯に向き合っている」94％と良好

な結果であった、 

〇児童や保護者の困りごとや悩みごとについて、個人面

談やさわやかデーを活用し、SC や SSW への相談体

制を整えるなど、組織的に丁寧に対応をしている。 
〈課題〉 
〇Sola るーむを開設し、運用しているが、児童や保護者

のニーズに対して、十分な対応はまだできていない。 
○心と生活のアンケート結果を基に、昨年度、担任と教
育相談を実施した子どもの割合は 17.6％で、悩みや
不安を抱えている子どもが一定数いる。 

・児童主体のいじ

め防止対策の推

進 

① 児童会を中心に児童が主体となったいじ

め防止対策のに取り組む。 

② いじめ防止に対する取組、アンケート、

定期的な面談、道徳の授業、校長講話、

生徒指導部会等、の確実な実施 

① 児童が主体となったいじめ防止に対する

取組が実施できたか。 

② 年間指導計画に基づく道徳指導の確実

な実施、いじめ防止に関する校長のよる

講話、学校だよりへの掲載 

   

  
・一人ひとりの教

育的ﾆｰｽﾞに応じ

た支援体制の確

立 

 

 

① Sola るーむの安定的な運用による児

童の居場所の確保 
② 毎月１回の教育支援・相談に係る校内

委員会を実施し、内容について学年
会等で資料を共有し、全教職員で共
通理解・共通行動をとれるようにする。 

③ 毎月１回、第１金曜日に保護者、児童

を対象に「さわやかデー」設定する。 

① Sola ﾙｰﾑの開設と保護者通知 
② 学校評価（教職員）「児童理解、きめ

細やかな指導」に関する「そう思う」の
回答 40％（前年度 38％）を達成できた
か。 

③ 学校評価（保護者）「児童理解、きめ

細やかな指導」の肯定的な回答 93％

（前年度 90％）以上を達成できたか。 
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〈現状〉 
〇昨年度、学校運営協議会において、目指す児童

の姿について共有するとともに、「学校・家庭・地域

が連携して取り組む『安全な登下校』」について熟

議を行い、通学路の一部変更を行い、保護者に

向けて協力依頼の手紙を配付した。 
〈課題〉 
〇今年度は、学校運営協議会で共有した目指す児
童の姿を、家庭、地域等に広め「学校・家庭・地域
が連携して、あいさつ運動を行う等、さらに、取り組
めることを検討し、実行していく必要がある。 

・目指す児童像に
ついて学校・家
庭・地域での共
有と連携 

 

① 年に３回の学校運営協議会を開催し、熟

議で決定したことを保護者や地域に発信

し、実際に取り組む 
② ＨＰに教育活動の様子を掲載し、原則１

日に１回更新し、発信する。 

① 学校運営協議会で決定したことを保護者
や地域に発信し、実際に取り組むことが
できたか。 

② ＨＰに教育活動の様子を原則１日に１回
更新し、発信できたか。 

   

  ・学校行事の公

開、地域主催の

行事の実現 

① 授業公開や行事について、内容を精選
しながらも公開し、児童や職員の様子を
よく見てもらう。機会を設ける。 

② ＰＴＡや育成会主催の行事を学校も連携

をして取り組み、児童の体験活動へとつ

なげていく。 

① 学校評価（保護者）「地域とともに開かれ
た学校教育を展開している」と回答する
割合が 95％以上（前年度 93％）を達成
できたか。 

② ＰＴＡや育成会主催の行事を学校も連携

して開催できたか。 
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〈現状〉 
〇学校の安心に係る学校評価アンケート項目「学校は

施設・設備の管理が適切に行われている」（保護者）

の肯定的な評価は、88％となっている。 
〈課題〉 
〇教職員による施設設備の安全点検を確実に行うだけ
でなく、児童が自ら危険を予測したり、回避したりする
力をはぐくむことが課題である。 

・児童が安心して学
び、生活しやすい
環境づくり 

① 危険個所等の早期発見・改善に向けて、
毎日朝・夕に目視による校舎内外の巡視
を実施する。修繕箇所を確認したらすぐ
に教頭、事務職員や教育委員会学校施
設管理課と連携して、対応にあたる。 

② 教職員事故防止のため、学期に１回以
上の研修を行い、教職員全体の危機管
理意識の向上を図る。 

① 学校評価（保護者）「安全面での配慮が

しっかりとされている。」と肯定的な回答

90％以上（前年度 88％）を達成すること

ができたか。 
② 修繕が発生してから３日以内に対応につ

いて決定し解決を図ることができたか。 
 

   

  

・安全な生活の実現

に主体的に取り組

む児童の育成、環

境整備 

① 児童会の児童を中心「浦和別所小の登

下校のきまり」、「安全な生活」について

児童自ら考え、話し合い、決定、実行す

る。 

① 児童会の児童を中心とした児童主体によ

るルールを作成し、実行できたか。 
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〈現状〉 
〇第５・６学年において教科担任制を導入し、担当する
教科に限って教材研究することで、専門的に児童が
学習を取り組めるようになっている。 

〇今年度は、学校課題研修において、各教科に枠を広
げ、学びのポイント（じ・し・ゃ・ク）の視点に基づく授業
改善について研修を進めていく。 

〈課題〉 
〇各教科においてＩＣＴを活用しているが、児童にとって
より学習効果の高まる活用について検討していくこと
が必要である。 

〇学校課題研究における授業実践を重ね、一人ひとり
の授業スキル向上を図っていく必要がある。 

〇教職員の時間外在校時間が、月平均３６時間であり、
勤務時間内に教材研究や事務作業等に終えられるよ
う改善していく必要がある。 

・目指す学校像の実
現に向けて、教職
員一人ひとりが力
を発揮しできる体
制づくり 

① 全ての教職員が個別最適な学び,協働

的な学び関する授業実践を行い、まとめ

教職員同士が共有する機会を設ける。 

② どの教員も同じようにＩＣＴを使えるよう、

エバンジェリストやＩＣＴ支援員を講師に、

研修を定期的（学期に１回以上）に行う。 

① 学校評価（教職員）「ＩＣＴを授業に活用」

に関する項目の肯定的な評価が 95％以

上（前年度 92％）達成できたか。 

② 教職員一人ひとりが、授業実践を行い、

まとめ、教職員同士で共有する機会を設

けられたか。 

 

 

 

  
・生き生きと働き続け

る教職員集団づく

り 

 

① カリキュラム・マネジメントの充実や日課

表の見直し、スクリレの導入、集金業務

の改善等を行い、教職員の資質向上を

図る研修の時間や授業の準備に充てら

れるようにしていく。（通年） 

② 配慮を要する児童への対応等、支援が

必要な事項において、複数人で対応で

きるよう体制を整え、進捗状況について、

毎月確認する。 

① 教職員の時間外在校時間を昨年度と比

較して１割以上減少させる。（前年度平

均、月 36時間） 

② 学校評価（教職員）「チームワークよく教

育活動を行っている」に関する「そう思う」

の回答 65％（前年度 62％）を達成できた

か。 
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